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１０
月
か
ら
都
道
府
県
の
地
域
別
最
低
賃

金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

厚
労
省
が
公
表

し
た
全
国
平
均
額
は
２８
円
増
、

時
給
９
３
０

円
と
な
り
、

昭
和
５３
年
度
以
降
で
最
大
の

引
上
げ
幅
と
な
り
ま
し
た
。

青
森
、

秋
田
、

山
形
、

鳥
取
、

島
根
、

佐
賀
、

大
分
な
ど

は
、

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
答
申
し
た

目
安
で
あ
る
２８
円
を
上
回
る
引
上
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
最
低
賃
金
額
改
定
が
注
目
さ

れ
た
の
は
、

一雇
用
維
持
優
先
だ

っ
た
政
府

の
姿
勢
が

一
変
し
た
た
め
で
す
。

昨
年
度

は
厳
し
い
経
済

・
雇
用
状
況
に
配
慮
し
、

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
引
上
げ
目
安
を

示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
、

全
国

に
お
い
て
、

最
低
賃
金
引
上
げ
を
地
方
活

性
化
の
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
、

よ
り
早

期
に
全
国
加
重
平
均
１
０
０
０
円
と
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
引
き
上
げ
に
取
り
組
む

と
明
記
し
ま
し
た
。
日
本
商
工
会
議
所
な

ど
の
経
済
団
体
は

「
現
行
水
準
の
維
持
」

を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、

中
央
最
低
賃
金

審
議
会
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
る

こ
と
や
、

経
済
指
標
の
一
部
に
回
復
が
み

ら
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
な
に
よ
り
政
権
の

意
向
を
反
映
し
、

全
都
道
府
県

一
律
に
昭

和
５３
年
度
の
目
安
制
度
開
始
以
降
で
最
高

額
と
な
る
２８
円
の
引
き
上
げ
額
を
答
申
し

て
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
最
低
賃
金
額
の
改
定
に
対
す

る
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍

で
働
く
人
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
賃
上

げ
は
必
要
」
「
先
進
諸
国
の
中
で
も
日
本

姦
穀
顕
語
が
出

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
求
め
た
い
」
と
す

る
意
見
が
あ
る

一
方
、

「
本
来
、

各
種
指

標
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、

公
労
使
の
真

摯
な
議
論
に
よ

っ
て
納
得
感
の
あ
る
結
論

を
導
き
出
す
べ
き
」
と
す
る
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。

現
状
、

コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
業
績
は
ま
だ

ら
模
様
で
す
。
と
り
わ
け
厳
し
い
状
況
に

あ
る
飲
食

・
宿
泊
業
な
ど
で
は
最
低
賃
金

の
大
幅
な
引
上
げ
に
よ
る
打
撃
は
大
き
い

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、

政
府
に
は
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
地

域
の
経
済

・
雇
用
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
と
な

ら
な
い
よ
う
、

中
小
企
業
等

へ
の
賃
上
げ

可
能
な
環
境
整
備
に
向
け
た

一
層
の
支
援

強
化
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。
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派遣労働者の同一労働同一賃金⑤

知
●
て
得
す
る

一
般
賃
金
と
は
、

同
種
の
地
域
、

同

種
の
業
務
、

同
程
度
の
能
力

・
経
験
の

３
つ
の
要
素
を
加
味
し
た

一
般
労
働
者

の
賃
金
を
指
し
、

そ
の
具
体
的
な
金
額

は
毎
年
６
～
７
月
に
発
出
さ
れ
る
厚
労

省
職
業
安
定
局
長
通
達
で
示
さ
れ
ま
す

（適
用
は
翌
年
４
月
か
ら
）
。

例
え
ば
、

そ
こ
で
示
さ
れ
た

一
般
事
務
職
の
一
般

賃
金

（基
本
給

・
賞
与
等
）
が
時
給

１
０
４
７
円
で
あ
れ
ば
、

派
遣
会
社
は

そ
れ
以
上
の
額
で
対
象
派
遣
労
働
者
と

労
使
協
定
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
賃
金
に
は
全
て
の
賃
金
が
含
ま

れ
ま
す
が
、

職
業
安
定
局
長
通
達
で
は

こ
の
う
ち
通
勤
手
当
と
退
職
金
に
つ
い

て
は
そ
れ
以
外
の
賃
金
と
分
離
し
て
示

通
達
で
示
さ
れ
る
Ｅ

般
賃
金
」
を

比

較

し

同

等

以

上

で

協

定

労
使
協
定
方
式
で
は
、

対
象
派
遣
労
働

者
の
賃
金

（基
本
給
、

手
当
、

賞
与

（特

別
給
与
）、
退
職
金
が
含
ま
れ
ま
す
）
は
、

①
徒
事
す
る
業
務
に
つ
い
て

「
一
般
賃
金
」

と
同
等
以
上
に
な
る
こ
と
、

②
派
遣
労
働

者
の
能
力
、

経
験
等
に
向
上
が
あ
っ
た
場

合
、

職
務
に
密
接
に
関
連
す
る
賃
金

（通

動
手
当
等
を
除
く
）
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
、

の
二
つ
の
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

さ
れ
て
お
り
、

Ａ

中
基
本
給

・
賞
与

・

手
当
等
、
Ｂ

”
通
勤
手
当
、
Ｃ

”
退
職

金
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
比
較
し
、

同

等
以
上
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ａ

（基
本
給

・
賞
与

・
手
当
等
）
に
つ

い
て
は
、

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査

に
基
づ
く

「職
種
別
の
基
準
値
」
の

額
、

ま
た
は
職
業
安
定
業
務
統
計
に

基
づ
く
額
の
２
種
類
の
基
準
値

（ど

ち
ら
を
選
ぶ
か
は
労
使
で
決
定
し
ま
す
）

に
、

「
能
力

・
経
験
調
整
指
数
」
に

よ
っ
て
調
整
し
た
額
が
示
さ
れ
ま
す

（例
え
ば
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
作
成
者
の

担
ス
氏
基
準
値

（０
年
）
中
１
３
０
３

円
、
１
年

中
１
４
８
９
円
、
２
年

中

１
６
１
４
円
、
３
年

中
１
６
７
８
円

な
ど
）。
さ
ら
に
、
こ
の
額
に
派
遣
先

事
業
所
ま
た
は
就
業
場
所
の
物
価
等

を
反
映
す
る
た
め
の

「地
域
指
数
」

を
乗
じ
て
算
出
し
た
額
が
Ａ
の
一
般

賃
金
額
と
な
り
ま
す
。

実
務
的
に
は
、

派
遣
労
働
で
は
契

約
に
よ
り
特
定
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

職
務
給
と
の

親
和
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、

派
遣
労
働
者
が
従
事
す

る
業
務
の
種
類
、

難
易
度
等
に
よ
る

職
務
ラ
ン
ク
を
定
め
、

能
力

・
経
験

な
ど
が
向
上
し
た
場
合
に
賃
金
が
改

善
す
る
よ
う
に
賃
金
テ
ー
ブ
ル
を
設
定

す
る
と
い
っ
た
方
法
が
考
】各
り
れ
ま
す
。

Ｂ

（通
勤
手
当
）
に
つ
い
て
は
、

実
費

負
担
と
固
定
額
と
い
う
二
つ
の
決
め

方
が
あ
り
ま
す
。

固
定
額
で
の
支
給

の
場
合
に
は
、

通
勤
手
当
に
関
す
る

統
計
に
よ
り
、

厚
労
省
で
定
め
た
時

給
換
算
で
７．
円

（令
和
４
年
度
適
用
）

以
上
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｃ

（退
職
金
）
に
つ
い
て
は
、

①
退
職

手
当
制
度
を
設
け
る
、

②

一
般
基
本

給

・
賞
与
等
に
退
職
金
給
付
等
の
費

用
の
割
合
と
し
て
６
％
を
乗
じ
た
額

を
前
払
い
退
職
金
と
し
て
支
払
う
、

③
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加

入
す
る
、

の
３
つ
の
方
法
か
ら
労
使

で
選
択
し
て
決
定
し
、　

一
般
賃
金
と

比
較
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、　

一
般
賃
金
と
対
象
派
遣
労
働

者
と
の
賃
金
の
比
較
に
際
し
て
は
、

Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
ご
と
に
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、

全
部
ま
た
は
一
部
を
合
算
し
て
比
較
す

る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

厚
労
省
は
対
象
派
遣
労
働
者
の
賃
金
が

一
般
賃
金
額
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
、

そ
れ
を
理
由
に
、

賃
金
を
引
き
下
げ
る

こ
と
は
、

改
正
法
の
目
的
に
照
ら
し
て

問
題
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。


